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研究成果の概要（和文）：学校行事・儀式について、公立学校で国旗掲揚の儀式が始まり、普及する過程をたど
った。忠誠宣言儀式の強制は、市民の多様性が否定された時代を象徴していることを明らかにした。ひとつの事
例として、ニューヨーク市にある進歩主義学校であり、デューイの影響を受けたホーレスマン・スクールでの実
践を取り上げて、国旗掲揚や忠誠宣言の儀式を取り入れたプロジェクト学習を分析した。アメリカ化とプロジェ
クト学習を交差させて構成されたものであったことがわかった。愛国心教育としてジョセフ・リー、多様性を重
視する教育としてジョン・デューイを取り上げ、それぞれの思想とそれに基づく実践について検討し、共通点と
相違点を解明した。

研究成果の概要（英文）：We traced the process of the initiation and spread of flag-raising 
ceremonies in public schools regarding school events and ceremonies. We revealed that the 
enforcement of the Pledge of Allegiance ceremony symbolized an era when the diversity of citizens 
was denied. Additionally,an analysis was conducted on project-based learning that incorporated 
flag-raising and pledge of allegiance ceremonies at the Horace Mann School, one of the progressive 
schools in New York City influenced by Dewey.The school discussed the implementation of classes that
 incorporated Americanization and projects. This study also features Joseph Lee in the context of 
patriotic education and John Dewey in the context of education that emphasizes diversity. An 
examination of their respective philosophies has led to the clarification of both commonalities and 
differences. 

研究分野： 教育思想、教育史

キーワード： ダイバーシティ（多様性）　愛国心　ジョセフ・リー　ジョン・デューイ　よい市民（性）　市民性教
育　国旗掲揚　忠誠宣誓

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アメリカ革新主義期の市民性をめぐる議論やその成果を、総合的に解明した。その当時には、アメリカ例外論
（アメリカはつねに道徳的に正しいという理念）に基づく排他的な立場と、アメリカ民主主義の意味を国外にま
で広げてとらえ、移民や異文化に寛容な立場が拮抗していた。この二つは別々に論じられることが多く、全体像
の包括的な分析が不十分であった。研究代表者と研究分担者でそれぞれを担当してその成果を統合するという手
法をとることで全容を解明し、これまでの研究を前進させた。それにより、近年注目されている市民性教育や民
主主義教育論に理論的な基礎を提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、欧米においては、自己や自国の利益を優先する保守的な傾向が強まるなか、多様性を担
保しながら共通性を維持し、自国と他国、自己と他者を相互に尊重し、発展することができる民
主主義とその教育のあり方が問い直されている。この自国第一主義とそれに対抗する民主主義
教育の問題は今に始まるわけではない。19 世紀末頃から 20 世紀の初頭にかけてアメリカでは、
未曽有の社会変動を背景として、愛国心を養う行事や儀式が広く実施された。 
 こうした学校行事・儀式については、愛国心を醸成してナショナリズムを浸透させ、国民形成
を支えたことが明らかにされてきた。学校行事・儀式は、アメリカの学校における民主主義の教
育を検証し、今後の方向性を展望するための格好の対象であった。実際、『共通の土台を求めて
―多様な社会における公立学校 (Seeking Common Ground: Public Schools in a Diverse 
Society)』（2003 年）は、アメリカ教育史を、ダイバーシティ（多様性）を尊重しながら、民主
主義を確固たるものとするコモン・グッドを探求する葛藤の歴史として描き出している。今日、
障がいや LGBT などの性的マイノリティの教育までを広く包括するようになったダイバーシテ
ィの起源や意味が、「忠誠の誓い」や国旗掲揚などの学校行事・儀式にもふれながら考察されて
いる。それにより、民主主義を成り立たせる共通の土台を学校教育でどう構築するかが探求され
ている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、アメリカにおいて 19 世紀末頃から公教育制度の確立とともに普及した学校行事・

儀式を通しての愛国心(patriotism)教育の理念と実際について、実証的かつ思想的に検討するこ
とにより、学校教育におけるナショナリズムとデモクラシー理念の葛藤の実態と特質を解明す
ることを目的とする。現代のアメリカでは、自国第一主義や排外主義が顕著になっているが、人
種、民族、階級、宗教、さらには性別、障がいなどの相違を受け入れつつ、集団の凝縮性を維持・
発展させることはアメリカ民主主義の伝統である。したがって、排外主義が強まるのに対抗して、
自国と他国、自己と他者を等しく尊重し、互恵的な関係を築ける人間の育成をめざすダイバーシ
ティ（多様性）教育を進めることも課題として提起されている。本研究では、公立学校における
学校行事・儀式を通して、共通理念としてのアメリカ国民がどのように形成されたかを実証的に
検討する。同時に、創られたアメリカ国民の特質と、ダイバーシティ教育の起源を解明し、今求
められる民主主義の教育に対する示唆を得る。 
 
３．研究の方法 
 次の三点から考察する。 
（1）20 世紀初頭から半ば頃にかけてアメリカでは、学校行事・儀式がどのようにして行われ、

普及したのか。 
（2）そこにおいては愛国心をどのように理解し、いかにして形成しようとしたのか。 
（3）愛国心形成において、ナショナリズムを基調とするアメリカ化は、個々のコミュニティ

や子どもの多様性を尊重する民主主義の形成といかなる関係にあったのか。 
 
４．研究成果 

まず学校行事・儀式については、公立学校で国旗掲揚の儀式が始まり、普及する過程をたどっ

た。アメリカは、南北戦争を経験し、憲法修正をし、アメリカで生まれたすべての人間に市民権

が付与されることになった。いわば、このときに形式的ながら、ようやく国民として意識が明確

になったとみることができる。19 世紀末には、国旗は国家統合の象徴となり、公立学校ではど

こでも、大統領の肖像画が掲げられ、国旗掲揚と国旗への忠誠宣言の儀式が行われるようになっ

た。その影響については次の二点を指摘した。ひとつは、生徒を儀式に駆り出すことをとおして、

生徒に愛国心を喚起したこと、もうひとつは、国旗への忠誠をしない人々を排除する根拠になっ

たことである。忠誠宣言儀式の強制は、市民の多様性が否定された時代を象徴している。 

また、ニューヨーク市にある進歩主義学校のひとつであり、デューイの影響を受けたホーレス

マン・スクールにおける、国旗掲揚や忠誠宣言の儀式を取り入れたプロジェクト学習を分析した。

市民性の育成を目的とするプロジェクトである「市民性プロジェクト」のひとつである、帰化プ

ロジェクトを取り上げた。帰化プロジェクトとは、あるイタリア人が帰化を支援するためになに

ができるかを、生徒が中心となって探究するプロジェクトであった。最終的には、忠誠心とはな

にか、それに対して果たすべき責任とはなにかを考え出すことをめざした。同校があったマンハ



ッタンというコミュニティを生かし、帰化に関する法規や手続きに関する知識を学習できるよ

うにしていた。それはアメリカ化とプロジェクトを交差させて構成された授業であった。 

愛国心教育については、遊び場協会の会長を務め、リクリエーション活動を重視したジョセ

フ・リーを取り上げた。リーは、19 世紀末にボストンの慈善家として活動を始めた。「慈善」の

内容を考えるなかでリーが見出したのは、「アメリカ的精神」の重要性であった。理想的な慈善

は、「金持ちが貧しい人のために働くのではなく、市民が市民のために働く」ことであった。リ

ーは、ひとりひとりの精神の発達段階に着目し、リクリエーションによって本能を解放すれば、

家庭、学校、国家への忠誠心が形成され、「アメリカ的精神」をもつ「よい市民」、すなわち「愛

国者」が形成されると考えた。「アメリカ的精神」は愛国心と不可分の関係にあった。そのこと

は、同時に、「アメリカ精神」を受け入れない人々を排除することにもつながった。実際に、彼

は移民制限運動の最も強硬な主張者のひとりであったことを明らかにした。 

タイバーシティ（多様性）教育の事例としては、ジョン・デューイに注目した。『民主主義と

教育』においてデューイは、ひとりひとりが尊重され、なおかつ社会が進歩していけるような

市民のあり方を追求している。それにより、多様性を重視しながら、統一性を保つ原理を提起

している。その原理は次の二点からなる。ひとつは、「異なる人々に対して人生が与えることの

できる、よさの多様性(diversity of goods)の積極的な承認」である。いまひとつは、「ひとり

ひとりが自分自身の選択を賢明なものにできるように奨励する、社会的有用性(social 

utility)への信頼」である。 

「よさの多様性」は、なにをもって「よい(good)」とするかの価値観における相違を承認す

るということである。基本的には、「異なる人々」ひとりひとりの個人に焦点があてられている。

と同時に、そのような承認が人々に共有されるべきとする点においては、全体にも目が向けられ

ている。 

「社会的有用性」は、社会全体の方に目を向けている。「ひとりひとりが自分自身の選択」に

おいて社会に貢献することは認めているが、重点がおかれているのは社会への貢献、別のデュー

イの言葉を借りれば「社会奉仕」である。社会に秩序をもたらす統一性の要となるのが「社会的

有用性」であるといってよい。 

このようにデューイが説く多様性の教育は、「よさの多様性」において個々の相違を承認し、

「社会的有用性」（あるいは社会奉仕）によってコミュニティに統一をもたらすという原理に基

づいている。そこに愛国心を形成する教育とも結びついた、多様性を尊重する教育の起源を見

出した。 

以上に加えて、本研究では、愛国心を形成する教育とダイバーシティ教育について、リーとデ

ューイの「よい市民」を比較することで、以下のような、共通点と相違点を明らかにした。 

まず相違点としては、愛国心を重視するリーは、人間の本能を解放することが、「よい市民」

に直結すると考えていた。それに対してデューイは、子どもの身体を教育の原理としつつ、個々

の知性や思考を重視した。また、リーが移民排除とアメリカ化を積極的に推進したのに対して、

デューイはそれには非常に慎重であった。さらにいうと、リーが市民の「よさ」を国内に閉じて

「よいアメリカ市民」を論じ、それを世界市民のモデルとしたのに対して、デューイは科学の発

達に伴う交通・通信の普及改革に注目し、国境を超えた「よさ」を追求しようとした。 

リーとデューイは、学校の教育を学校外にまで広げ、社会と関係づけて論じた点では、ねらい

は共通していた。リーは、学校をリクリエーション活動や奉仕活動の一拠点として位置づけて

はいたものの、学校に大きな期待を寄せず、遊び場協会のような社会組織において市民を育成し

ようとした。それに対してデューイは、教育には制度的側面（意図的・計画的側面）と非制度的



側面（付随的・偶発的側面）があり、後者は学校だけでは十分に実現しえないとして、それを補

う意味でも、学校をコミュニティと結びつけることを説き、「社会センターとしての学校」を主

張したのである。デューイの学校像は、リーの描く学校像と重なるところもあったのである。 

このように愛国心を重視する立場と、多様性を重視する立場は、それぞれ独立した主張であり

ながらも相互に影響を及ぼし、ときに重なりあっていることを明らかにした。その意義としては、

アメリカ革新主義期の市民性をめぐる議論やその成果を、両面から解明したことがあげられる。

その当時には、アメリカ例外論（アメリカはつねに道徳的に正しいという理念）に基づく排他的

な立場と、アメリカ民主主義の意味を国外にまで広げてとらえ、移民や異文化に寛容な立場が拮

抗していた。この二つは別々に論じられることが多く、全体像の包括的な分析が不十分であった。

研究代表者と研究分担者でそれぞれを担当し、その成果を統合するという手法をとることで全

容を解明し、これまでの研究を前進させた。それにより、近年注目されている市民性教育や民主

主義教育論に理論的な基礎を提供した。 
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